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3.7　症状選択画面

◆画面全体例　画像3.7.1

[image: image4.bmp]
・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の症状項目について、選択させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
◆画面遷移　表3.7.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	全身状態入力画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「いいえ」が選択されており、且つ全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。

	
	誤飲選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「はい」が選択されており、且つ全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。

	
	外傷回答選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されている場合（基本的には「はい」となる）には、この動作となる。


	次へ
（画像）
	症状回答選択画面
	通常時はDisableで、症状項目・症状その他でいずれか1つ以上が選択されている場合若しくは発熱が有効で主訴を発熱を選択した場合に、Enableとなる。

	
	追加情報入力画面

（入力完了画面）
	通常時はDisableで、症状無しが選択された場合に、Enableとなる。


◆入力項目とイベント　表3.7.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	症状項目
	CHECK
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択されたものは、主訴セレクトボックスにパラメータとして設定される。この際、主訴セレクトボックスはダミー選択肢を選択状態に変更する。

	症状その他
	CHECK
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択した場合、症状その他自由記入がEnableとなる。選択・非選択の動作と同時に、症状その他自由記入の入力パラメータは削除される。

選択された場合、「その他」が主訴セレクトボックスにパラメータとして設定される。この際、主訴セレクトボックスはダミー選択肢を選択状態に変更する。

	主訴
	SELECT
	○
	○
	

	症状無し
	CHECK
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択された場合、症状項目・症状その他・主訴・症状その他自由記入をDisableとする。

	症状その他

自由記入
	TEXT
	○
	
	


◆入力項目の初期値　表3.7.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	症状項目
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状その他
	
	常に、初期は未選択とする。

	主訴
	○
	常に、初期はダミー値選択とする。

	症状無し
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状その他

自由記入
	
	常に、初期は未入力とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.7.4

	項目
	内容

	症状項目
	症状の選択肢を表示する。

	症状その他
	その他

	主訴
	-----

症状選択で選択された内容

その他（症状その他で選択された場合）

発熱（性別に関係なく、基礎情報入力画面における入力の結果、

　年齢が61-120日、且つ現在体温が37.5℃以上

　年齢が121-180日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が181-365日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が1-2歳、且つ現在体温が38.5℃以上

　の場合）

	症状無し
	特に気になる症状は無い

	症状その他

自由記入
	100byte


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、症状項目を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.7.5

	テーブル名

	AgeCategoryTable

	DiseaseNameTable

	DiseaseCategoryTable


	◆処理クエリ例

症状用性年齢区分を抽出

	SELECT CategoryID,CategoryName FROM AgeCategoryTable WHERE MaxDay >= 333 AND MinDay <= 333 AND CategoryID < 11 AND ValidFlag = 0


可変内容箇所は、まず、MaxDayとMinDayそれぞれの比較値である。この比較値は、システムへの入力日（現在日）と、基礎情報入力画面で入力された生年月日の差日によって求める。つまり、生存日数と同意である。上記例では「333」がそれに当たる。

次に、基礎情報入力画面で入力された性別によって、男であればCategoryIDが1～10、女であればCategoryIDが10～20となるのでそれを条件として設定する。上記例では、「< 11」がそれに当たる。

	症状分類を抽出

	SELECT DisCatID,DisCatName,DisCatFileName FROM DiseaseCategoryTable ORDER BY DisCatID


上記クエリは固定である。
	症状項目を分類毎に表示順に抽出

	SELECT DiseaseID,DiseaseName,DisFileName,DisCatID FROM DiseaseNameTable WHERE CategoryID = 4 AND DisCatID = 1 AND ValidFlag = 0 ORDER BY DiseaseID


可変入力箇所は、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

次に、症状分類毎に（1～12まで）それを条件として設定し、分類毎にそれに属する症状名が求められるようにする。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示については、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

性別に関係なく、基礎情報入力画面における入力の結果、

　年齢が61-120日、且つ現在体温が37.5℃以上

　年齢が121-180日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が181-365日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が1-2歳、且つ現在体温が38.5℃以上

の場合には、症状一覧表示の先頭に、同じ表示方法で「発熱」項目を挿入し、見た目上発熱が選択されている状態の様に見せる。この場合、主訴の選択肢に発熱が追加される。また、この場合、他の症状が1つも選択されていない状態であっても、主訴で発熱を選択する事で、次画面に遷移する事が出来る。

症状項目・症状その他でいずれか1つ以上が選択されている場合には、「次へ」がEnableとなる。しかし、主訴を正しく選択しないと画面遷移は行われない。ダミー選択肢のままであった場合、下のダイアログを表示して選択を促す。
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ダイアログ1例　画像3.7.2

全項目を選択させてもよいのだが、現実的には妥当ではない。そのため、通常ではその他を含めず最大3症状までの選択を可能とする。4つめを選択した場合には、下記ダイアログ表示にて注意を促す。
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ダイアログ2例　画像3.7.3

症状項目については、現状の並び順とは異なり、選択頻度の高いものを降順で表示するように変更する可能性がある。また、症状項目の表示を何らかの分類毎に区分したり、図表と連動させて区分けして表示させる可能性がある。

本画面では、表示する症状分類について、画像を使用する。その際、画像のALT属性として症状分類名のテキストを設定すること。

症状名表示については、画面上では縦2列とし、左列は症状分類1～5、右列は症状分類6～12とする。

本画面は、step3に当たる。
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